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    10月19日から５日間、５年IWATAコースの修

学旅行の引率でシンガポールに行ってきまし

た。本校ではグローバル教育の一環で早くから

海外への修学旅行を実施してきましたが、コロ

ナの影響で中断し、昨年度から再開しました。

今年度は４・５年のIWATAコースと５年のAPU・

立命館コースで実施します。今回の修学旅行

では、現地の大学生と交流をしながらの班別研

修や、スタートアップ企業の訪問、陸路による

国境越え体験等のプログラムに加え、様々な民

族・宗教・言語・文化が混在する「ダイバーシ

ティ（多様化）」の本場での生活体験が生徒に

とって大きな刺激となったようです。盛りだくさん

のプログラムでハードスケジュールの中、目を

輝かせて楽しそうに過ごす生徒達の姿が印象

的でした。今後国際化が一層進展する社会で

生きていく生徒達にとって、この修学旅行は大

変貴重な体験となりました。今年度引き続いて

修学旅行に向かう生徒達も同様に有意義な経

験をすることと思います。 

       ところで私自身は17年振りの海外渡航でし

たが、スマホのなかった当時と比べて隔世の感

を覚えるものでした。パスポートの作成はスマホ

でのオンライン申請です。外国への入国カード

はスマホ申請で電子化されています。入国審

査は電子化された顔認証ゲートです。入国審

査官と１対１の対面で、パスポートにスタンプを

押すスタイルしか知らなかった私にとっては、無

人で顔認証マシンが整然と並ぶシンガポール

空港は、SF映画の一場面のようでした。DX化

が進みITスキルが不可欠な時代です。修学旅

行中にマレーシアへの入国申請を全員でスマ

ホ入力する機会があったのですが、私がもたつ

いているとそれに気づいた近くの生徒が手伝っ

てくれて、パスポートをスキャンするという裏ワザ

を使って、さっと入力してくれました。生徒の親

切さとITスキルの高さに大変感心しました。引

率者が生徒に助けてもらうのも、生徒がしっかり

している岩田ならではです。 

Festina lente 

～本物のダイバーシティに触れた修学旅行～ 
                                  校長 安藤 英俊 

大分市中学校新人体育大会新体操競技  

個人総合 第2位 1-1 福光 未悠 

フープ 第2位 1-1 福光 未悠  

大分県中学校体育連盟新人大会 新体操大会 

フープ  第3位 1-1 福光 未悠  

 

大分市中学校新人バドミントン競技大会  

団体戦 優勝 2-1 木戸 一希 

男子シングルス ベスト8  2-1 木戸 一希 

男子ダブルス ベスト4  2-1 木戸 一希 

第45回大分県中学校新人バドミントン競技大会  

団体戦 準優勝  2-1 木戸 一希 

男子シングルス ベスト8 2-1 木戸 一希 

男子ダブルス ベスト8 2-1  木戸 一希  

 

大分県高校生ディベート大会 

優勝 岩田Ａチーム 

（岩田忠 宮脇克典 雨宮真凜 中井誠仁 グエンタンアン

ビン ションフー) 

第2位 岩田Ｂチーム（福島芽依 眞田汐 峯さらさ 裸野

未侑 水田洋輔  姜楽樵 ) 

優秀ディベーター賞 5-4 ション フォー  

          4-4 姜楽 ショウ  

          5-4 雨宮  真凛 

           

＊九州大会出場 Ａ・Ｂチーム 11/22～23＠熊本市 

＊全国大会出場 Ａチーム 12/20～21＠埼玉県 



 

  2026年度入試の指定校推薦について、今年も多くの大学より推薦の依頼をいただきました。推薦者に選ばれるためには、大学の

推薦条件を満たしていること。また、高校生活全体において、学業成績はもちろん、部活動や生徒会活動などの特別活動の実績も

考慮されます。そして、服装や遅刻・欠席など日頃の生活態度や授業中の様子なども、被推薦者を選出する際の重要なポイントと

なります。また、総合型選抜や学校推薦型(一般)、いわゆる年内入試への出願・受験に向けた取り組みもいよいよ本格化してきま

した。2026年度入試における総合型、推薦型の募集人員は、私立大学で総合型選抜の導入が進み、私立大学における募集枠の約3割

を占め、学校推薦型選抜（指定校推薦、公募推薦など）と合わせると、定員の半分以上を占める傾向にあります。国公立大学にお

いても24.3％と増加傾向にあります。本校でも、多くの生徒が、総合型選抜、学校推薦型選抜に挑戦しています。志願するに辺

り、志望理由書や自己推薦書を作成したり、多種多様な選抜方法へ対策をしたり、一般入試に比べて＋αで取り組むことが多いで

すが、しっかりと準備をして、ぜひ、合格を勝ち取って欲しいと思います。下表は、本年度の指定校推薦一覧(IWATAコース)です。

ご覧ください。（指定校推薦の募集・校内選抜は終了しています。） 

 大学指定校推薦および年内入試について      進路指導主任 山下 光信 



 



 



 



 



 

 10月14日（火）の6・7限に、大分県経済同友会主催による

「地元愛職業講座」が開催されました。 

今回は、株式会社ティーアンドエスグループ 会長 稲葉孝政様

を講師としてお迎えしました。稲葉様はビジネスコンサルティ

ング業務を中心に都市開発に携わり、大分市の「うみたまご」

や日田市の「進撃の巨人 in HITA～進撃の日田～」の企画・運

営にも関わってこられた方です。講演では、プロジェクト成功

の秘訣や「ハッピースパイラル」という理念についてお話しい

ただきました。「周囲の人を幸せにすることが、自分自身の幸

せにつながり、それが企業の利益にも結びつく」という考え方

を、生徒たちは真剣に聞き入っていました。 

また、玖珠町ご出身で日田高校を卒業された稲葉様が「故郷に

恩返しをしたい」という思いで取り組まれたことが、成功につ

ながったというエピソードも紹介されました。さらに、プロ

ジェクト成功の秘訣の一つとして「綿密な計画を立てることの

重要性」を挙げられました。特に「PDCAサイクル」の考え方が

大切であると強調され、講演では、これを生徒にも身近な例と

して「定期テストで良い成績をとるための計画」に置き換え

て、わかりやすく説明してくださいました。 

質疑応答の時間には、「モチベーションは何ですか？」「先生

にとってのハッピーとは？」「AIを実際に使っていますか？」

「AIではなく人間にしかできないことは何ですか？」など、活

発な質問が飛び交い、生徒たちが地域社会や将来の進路につい

て深く考えるきっかけとなったようです。大変貴重な時間を過

ごすことができました。 

  ～図書より～  図書室前で思い思いの時間を。                    図書主任 早川陽子 

 ～大分県経済同友会主催による「地元愛職業講座」 ～ 中2学年主任 矢野裕美子    

 ～保健室より～                           養護教諭 野村めぐみ              

  

� 寒くなってきました。制服ジャケットやインナーなどで体温調節できるよう各ご家庭でご準備お願い致します。 

 体育や部活など運動して汗をかく場合は、必ずタオルを持参してください。 保健室のタオルを貸すケースが増えています。 

 

� 10月保健室利用状況 �   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度より、図書室前にテーブル・チェアのセットと本棚を

設置しています。テーブルセットは、昨年度本校が受賞した

「自転車鍵かけグランプリ」最優秀賞の副賞(商品券)を活用さ

せていただき、購入することができました。本棚には、本校の

1号館校舎を設計された著名な建築家・磯崎新氏にちなみ、建

築関係の本や、医療、数学、芸術、文学など生徒のみなさんに

興味を持ってもらえそうな本を陳列しています。気軽に手に

取って、チェアに腰掛けて読んでみてください。 

このスペースは、休み時間や放課後などの好きな時間に、読書

や勉強の教え合いなど、思い思いに活用してもらいたいと思い

ます。本は、貸し出しも行っていますので、図書室が開いてい

る昼休みに手続きにお越しください。 

 

 現在はハロウィン仕様になっています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊9、10ページに読書感想文の最優秀作品を紹介しています。 

★10月の保健室利用について★ 

〇中１は、段々身体が強くなり、保健室利用の頻度が減ってい

ます。 

〇４・５年生は、中間考査、修学旅行と行事が立て込み、体調

不良者が目立ちました。 

〇６年生は、受験勉強の疲れからくる心身不調者もいました。 

 お知らせ  
〇インフルエンザ予防接種 

６年生・寮生のインフルエンザ予防接種を実施致します。ご希望の方は、BLENDアンケートにて返答お願い致します。 

 日時：11月下旬～12月上旬の予定 

 場所：岩田学園３号館２階 

 費用：3、000円  ＊領収書は後日発行されます。 



 

  ～部活動等結果報告～ 

中学男子バスケ部 

 10/1（水）令和7年度大分市新人大会（バスケットボール競技） 

1回戦 岩田 17-91 南大分 

新チーム初めての試合。体調不良などの事情で、公式戦初出場の

3人がスタメン（2人が1年生）という特殊な状況。選手たちはミ

スを繰り返しながらも果敢にチャレンジし続けました。少しずつ

試合に慣れ、時折良いプレーがみられましたが、昨年県２位の強

豪に粉砕されました。厳しい状況の中、保護者の方々の応援が心

強かったです。送迎・応援・サポート等ありがとうございまし

た。   

  

10/11（土）2025年度 大分県中学生新人バスケットボール大会 

1回戦 岩田 6-130 中津緑ヶ丘 

試合開始からオールコートプレスDFをしかけられ、ボールを前に

運ぶことが出来ませんでした。試合の中でボールを運ぶことがで

きたのが数回、ミスを重ねてシュートを打つことも出来ない難し

い状況でした。選手たちは最後まで何とかしようと頑張り続けま

したが、ことごとく跳ね返されました。何もさせてもらえなかっ

た悔しさを忘れずに日々の練習に取り組んでいきます。保護者の

方々のサポート・応援に感謝いたします。                      

                   (顧問：野田大樹) 

 

中学女子バスケ部 

10/1（水）令和7年度大分市新人大会（バスケットボール競技） 

2回戦 岩田 18-119 坂ノ市 （2回戦からの出場） 

相手チームの1回戦を全員でしっかり観戦し臨んだ試合。スピー

ド、体力、技術が格上のチームのオールコートディフェンスの圧

力に押されてボールを運べず、試合開始からリードを広げられる

展開に。しかし、なんとか状況を打開しようとチームで考え、ベ

ンチも一体となって大きな声で応援をし、随所に良いプレーもで

きました。大敗でしたが、新チームとして試合の中で成長する良

い経験ができたと思います。 

朝早くから夕方まで、保護者の皆様の送迎・応援に感謝いたしま

す。                 (顧問：辰口裕一朗) 

  

中学卓球部 

10/1(水)～10/3(金)大分市中学校新人大会(卓球競技) 

＠大分市大洲総合体育館  

【男女別団体戦】男女とも予選リーグで上位2校が決勝トーナメ

ントに進出．団体戦は5試合(シングルス4試合ダブルス1試合)の

うち3戦先勝．  

《男子》予選リーグ2敗(予選リーグ敗退)岩田0－3南大分、岩田

0－3稙田． 

《女子》予選リーグ3敗(予選リーグ敗退)岩田0－3大東、岩田0－

3鶴崎、岩田0－3稙田．   

団体戦男子は中2生1名と中1生6名、女子は中1生4名で戦いまし

た。女子は人数不足のため、各試合とも不戦2敗から試合開始で

した。男女とも全試合ストレート負けでしたが、中2生相手に健

闘した中1生もいました。 

【個人戦】男女別学年別シングルス、トーナメント方式． 

《男子2年》参加人数110名(本校から1名参加) 

1回戦敗退：小林． 

《男子１年》参加人数141名(本校から6名参加) 

2回戦敗退：木原、小野． 

3回戦敗退：桒谷、長﨑、秋山、高橋．    

《女子１年》参加人数 158名(本校から4名参加) 

2回戦敗退：太田、神山． 

3回戦敗退：今山、阿部． 

 

学園祭と中間考査の関係で十分な練習ができませんでしたが、各

生徒とも最後まで諦めずに戦うことができました。次に繋がる経

験になったと思います。3月の大会(学校対抗戦)までに各自の技

術とチーム力が向上するよう、今後もしっかり練習に励んで欲し

いと思います。保護者の方々には送迎、応援などのサポートを頂

き、誠にありがとうございました。    (顧問：荒金正治) 

 

中学サッカー部 

10/2(木) 中体連市新人戦 ＠のつはる天空広場  

２回戦 岩田・東陽○10－０坂ノ市 

３回戦 岩田・東陽●０－８城東  

 

10/11(土) 中体連県新人戦 ＠佐伯市総合運動公園 

１回戦 岩田・東陽●２－６佐伯城南 

 

新チームは今年度の大会には東陽中と合同で参加することになり

ました。市新人戦１試合目は安部・廣松のダブルボランチが効果

的に機能し、予想外の大差で勝利を納めることができました。

「あと一つ勝てば Best4！」と意気上がる中で迎えた準々決勝で

したが、定期的に練習試合も行う相手に研究され、こちらの強み

を発揮する場面を作れないまま得点を重ねられてしまいました。

中間考査での中断を挟んで臨んだ県新人戦は県南のチームの「イ

キの良さ」に圧倒されました、「個の力」ではなく「チーム力」

で勝つには何が必要か？を考えさせられた試合でした。保護者の

皆様には送迎・応援ありがとうございました。今後ともよろしく

お願い申し上げます。   

                    (顧問：立川英季) 

新体操 

10/2(木) 令和７年度大分市中学校新人体育大会新体操競技 

中学１年 福光未悠 個人の部フープとボールに出場 

今回も大分市と別府市の合同開催でした。フープでは24人中２

位、ボールでは24人中４位、総合順位では24人中２位という順位

になりました！素晴らしい結果です！来週の土曜日にもまた大会

が控えているので、この波に乗ってがんばっていってほしいと思

います。  

 

10/11(土) 令和７年度大分県中学校体育連盟新人大会新体操大会 

中学１年 福光未悠 個人の部フープとボールに出場 

２週に渡る大会でした。フープでは25人中３位、ボールでは25人

中５位、総合順位では25人中４位という結果でした！フープの方

ではベスト３に入ったため、表彰もされました！これ以降の大会

も、この調子で進んでいってほしいと思います。  

                    （顧問：坂井学人） 

高校男子テニス部 

10/11(土)令和７年度大分県高等学校新人テニス競技大会 

団体戦メンバー：矢野、武藤、安部、山口、佐藤、林下、日名

子、三田村、眞田 

男子団体戦１回戦 岩田3-2情報科学 

S1矢野3-6 D1武藤・佐藤4-6 S2安部6-4 D2林下・日名子6-2 

S3山口6-0 

男子団体戦２回戦 岩田2-3大分雄城台(第８シード) 【ベスト1

6】 

S１安部4-6 D1矢野・武藤7-5 S２山口1-6 D2林下・日名子6-2 

S3佐藤2-6 

初戦からドキドキかつギリギリの展開になりました。３面同時進

行で２ポイントダウンからの巻き返しての初戦勝利。続く２回戦

でも第８シード校相手にもしかしてベスト８に手が届くか

も・・・という展開にもちこみましたが、ベスト８の壁は厚かっ

たです。団体戦メンバー９人と応援した部員全員がコートでも応

援でもともに戦うとはどういうことなのかを学び、ギリギリの展

開のなかで勝利と敗北の両方を経験できたことは、チームとして

とても大きな財産になりました。この大会で引退する部員は、こ

れからは全力で志望進路実現に向けて取り組み、受験でもよい結

果を出してくれることを期待して応援しています。部員の送迎や

応援などでいつも手厚いサポートをしていただいている保護者の

皆様に大変感謝しております。今後の新チームでもどうぞよろし

くお願いいたします。          （顧問：川元威彦） 



 

  ～部活動等結果報告（つづき）～ 

高校女子テニス部 

10/11(土) 令和7年度大分県高等学校新人テニス競技大会 ＠ク

ラサステニスコート 

・団体戦 メンバー:金子、小野、松岡、白石 

〔1R〕岩田0‐5中津南  

   S1:金子1‐6 D:小野・松岡0‐6 S2:白石0‐6 

 

学園祭明け、中間考査後という練習時間が殆ど確保できない中、

第4シードの強豪校と対戦しました。厳しい展開が続き、実力の

差を実感した試合だと思います。この試合で現行の39回生から40

回生の世代交代となります。部員の人数も少なめですが、新体制

で頑張って欲しいです。保護者の皆様におかれましては、早い時

間からの送迎やあたたかい応援等、お忙しい中での様々なサポー

トありがとうございました。大変感謝申し上げます。    

                    (顧問：加藤司) 

 

高校卓球部 

10/4(土)、10/5(日)大分支部秋季大会卓球競技＠大分市大洲総合

体育館 

 

男子シングルスに1年生2名(安部、藤谷)が参加しました。 

安部：予選トーナメント初戦敗退． 

藤谷：予選トーナメント2勝し決勝トーナメント進出。決勝トー

ナメント初戦敗退。（県新人戦の出場権獲得）  

学園祭と中間考査の関係で十分な練習ができない中での参加でし

た。うまく得点できた場面も随所に見られましたが、ミスが多く

なかなか自分のペースにもってくることができなかったようで

す。しかし、最後まで諦めずに試合をすることができたと思いま

す。次回の公式戦に向けてさらに練習に励んで欲しいと思いま

す。保護者の方々には送迎、応援などのサポートを頂き、誠に有

り難うございました。         (顧問：荒金正治) 

 

高校サッカー部   

10/18(土) １回戦 ＠県サッカー協会人工芝G 岩田 2-1 藤蔭 

10/25(土) ３回戦 ＠佐伯市総合運動公園 岩田 0-36 大分西 

 

１回戦は高１小原の目の醒めるようなミドルシュートで先取、そ

の後追いつかれるも再びゴール前の混戦から小原が押し込んで勝

ち越し（この時点で県ベスト16）。しかしこれで「試合→高２修

学旅行→試合→高１修学旅行」という前代未聞の強行日程が決ま

り、体調も戦術確認も不十分なまま優勝を狙う強豪校との３回戦

に臨みました。選手は声を掛け合いながら奮闘しましたが、体

力・技術・経験すべてに上回る相手に粉砕されました。厳しい条

件の中、保護者の皆さんの御支援ありがとうございました。 

                                       (顧問：立川英季) 

囲碁・将棋部 

10/25（土）第33回大分県高等学校将棋新人大会 

高校１年生の阿南充紀君が参加しました。 

前大会のB級戦の好成績をうけ初の代表決定戦（A級戦）にのぞみ

ましたが、善戦したもののA級出場者の壁は厚く、１勝２敗で大

会を終えました。 

初のA級戦をとおして得たことは多く、戦っていくための課題が

見つけられるよい経験となりました。    (顧問：土居克己) 

 

世界を変える方法について(14歳からの

哲学入門)  

 

 ｢あなたは今をもう一度体験したいほ

ど幸せですか｡｣  

私ははいと答えられる人でありたい｡ 

 この本において哲学とは､｢価値につ

いて考えること｡今までにない今までに

ない新しい価値観を生み出したり既存

の価値の正体を解き明かしたりするこ

と｡｣と定義されている｡ 

 私がこの話の中で最も興味が湧いた

のは､ニーチェのニヒリズムである｡彼

の目立てによると､これからニヒリズム

である人が増えていくと言われている｡

ニヒリズムとは生きがいなどは全てむ

なしく価値がないとされる虚無主義と

いう考え方である｡その中でも史上最悪

と考えたニヒリズムが永劫回帰と言い

同じことが何度も繰り返されることで

ある｡何度も何度も同じところで失敗し

悩むことが精神に最も異常をきたすと

考えたのだ｡それと同時にニーチェは解

決策も出している｡それは｢今に価値を

見出す｣ことだ｡例えば私は家族で食卓

を囲んだり､友達と他愛もない会話をし

ているときふと､幸せだなぁと思う｡ 

 そしてそれを特に感じるのは書道の

ときだ｡自分が書いた字を褒めてもらえ

ることがとても嬉しいと感じる｡私の先

生は何枚も書いて上手くなりなさい､と

いう人ではない｡調子がいいときに書い

たほうがいいし､そうでなかったら一枚

でも一生懸命書いてみよう｡と言って励

ましてくれる｡私が上手く書けたときに

は私以上に喜んでくれるところがすご

いと思うし､そんな人になりたいと心か

ら思う｡ 

 私は字をゆっくり書く方だった｡だか

ら高学年になるにつれてお手本の書く

量が増えて硬筆と毛筆どちらもを中途

半端になったことで書道の段がなかな

か上がらず困ったことがあった｡その時

に､｢今日は硬筆だけ､次は毛筆だけにし

てみようか｡｣ 

と提案してくれた｡それをきっかけに

焦って中途半端になることも減ったし

楽しいと思えるようになった｡今でも先

生は私以上に私の可能性を信じてくれ

ている｡私もそれに応えたいから頑張る

ことができる｡ 

 ニーチェの後にもたくさんの哲学者

が新しい常識を生み出してきている｡極

端でも非の打ち所がないと思われる説

を哲学者がとなえ､型破りな新常識に否

定されることを繰り返してきた｡そして

あらゆる考えが出しつくされ､ ｢哲学は

死んだ｡ ｣と言われた｡ 

しかし､私はこれに反抗していきたい｡

なぜなら私も哲学できると思うからだ｡

そして今に価値を見出していきたいと

思ったからだ｡世界では紛争や戦争､貧

困などの様々な問題がある｡ 

 パーソナルイズポリティカルという

言葉を知っているだろうか｡個人的なこ

とは政治的なこと｡社会問題とされてい

ることは実は､個人的なものであるかも

しれない｡例えば､いじめや男女の平等

についての問題がある｡ 

 個人的な問題について考えて価値を

見出すことができれば､それはいつか社

会的な問題を解決できるかもしれない

と私は思う｡ 

 それが本当なら私が哲学することに

は大きな意味があって､あなたが哲学す

ることにも大きな意味があると思う｡ 

 哲学することで今が幸せだと思える､

永劫回帰したいと思える価値ができた

ら､きっとそれは誰かを幸せにできるだ

ろう｡そして少しずつ広がる個人の幸せ

が社会の幸せとなる日も来るだろう｡ 

 死んだと言われた哲学に残った可能

性をなくさないように｡ 

 私は哲学して生きていきたい｡ 

～校内読書感想文コンクール 中学の部・最優秀作品 （２－１ 後藤希実子さん） ～          



 

～校内読書感想文コンクール 高校の部・最優秀作品 （５－２ 池田結衣さん） ～          

人間とは何か－太宰治「人間失格」を読ん

で－  

                     

太宰治は、「不安定な人」だったのではな

いか。「恥の多い人生を送って来ました」

という、あまりにも有名な一節のあるこの

「人間失格」を、太宰治に触れる初めての

作品に選んだ私が最初に感じたことだ。  

 物語は大庭葉蔵という一人の男の手記で

成り立っている。生まれが裕福であったこ

と、頭も容姿も人より優れていたことな

ど、数々の共通点があることから、この主

人公大庭葉蔵は、作者である太宰治自身が

自らを重ね合わせて書いた小説であると言

われている。太宰が紡ぐ文章はその言葉選

びも言葉遣いも平易で優しい。その不安定

さゆえにナイーブで繊細な人柄を想像させ

た。太宰作品初心者の私でも読みやすかっ

た。  

 物語は大きく三つのパートに分かれてい

て、そのいずれも葉蔵が書き記した手記と

いう形をとっている。まず最初は「幼少

期」。葉蔵が道化を演じ、家庭や学校にお

いて、いわゆる「面白い奴」と思われるこ

とで自分の居場所を確保するまでの過程と

成功を描いている。多くの子どもにとって

安定の場所である家庭でさえ、葉蔵にとっ

てはそうではなかった。家にいる時でさえ

も、心を解放することができない。家庭で

の団らんの場であるはずの食事の時間でさ

えも、葉蔵にとっては最も苦痛な時間だっ

た。多くの人が幸せを感じる場面でも違和

感や苦痛を感じ、またそういった自分に変

わり者の烙印を押す。まるで負の無限ルー

プのように感じた。葉蔵は誰よりも自分の

ことがわからないのだと感じた。  

 心を解放する場を持つことができないと

いった成育環境が、葉蔵の人格形成に大き

く影響を与えたのだろう。誰からどう見ら

れているか、こういう言動をしたら他者か

らどう思われるかと考えることは何も珍し

いことではない。私だってそうだ。友人と

のたわいない雑談の時に友人が私の言った

ことで笑ってくれたらうれしい。話題の中

心に自分がいる時や、私の言動を褒めても

らえた時は幸せを感じる。こういったこと

は、誰かに確認したわけではないが、社会

生活を営む人間なら誰でも感じることなの

ではではないのだろうか。道化を演じて人

の輪の中にいる自分を、自分の一部として

抱えることができる私のような人間もいる

が、一方、他者に嘘をついているかのよう

な罪悪感にさいなまれながらも、そうする

ことをやめることができず、苦しむ葉蔵の

ような人間もいる。葉蔵は自分というもの

が分からず、しかしそれでいて誰よりも純

粋に自分というものを俯瞰して見ているの

ではないかと思った。外から見ている自分

と、内面の自分。一致しない二つの自分を

抱え、苦しむ葉蔵が不憫でならなかっ

た。  

 葉蔵の手記の二つ目のパートは中学時代

から始まる。ろくに勉強もせずとも持ち前

の頭の良さでやすやすと入学できたその中

学でも、これまでと同じように道化を演

じ、クラスメイトや先生まで笑わせ、クラ

スの人気者になっていった葉蔵。しかし、

その道化をクラスメイトの一人である竹一

に見破られてしまう。今まで完璧に道化を

演じ、友人だけでなく家族にすら見破られ

たことのない道化を、自分と比べて特別優

れたところのない貧弱なクラスメイトに見

破られ、発狂しそうな程の不安と恐怖にお

そわれる葉蔵。それほどまでに道化を演じ

ることに頼って生きていたことを感じ、驚

いた。  

 道化を見破った竹一から「女に惚れられ

る」「偉い絵描きになる」と予言され、本

当にそうなるように生きていくことになる

葉蔵だが、それは竹一の予言が当たったの

ではなく、竹一のことを物事の本質を見極

められる男だと無意識に思った葉蔵が、そ

れを体現するように生きようとしたのでは

ないかと思う。私もするどい友人から、こ

うだと断定して言われると、本当にそのよ

うに振る舞おうとした経験がある。程度の

差こそあっても、多かれ少なかれ、そうい

う経験は誰にでもあるのではないだろう

か。  

 葉蔵の抱える悩みの全ては必ずしも全て

の人から理解されるものではないと思う。

そんなに思いつめなくても、と思うことが

あまりにも多すぎるからだ。しかしその悩

みが彼の純粋さゆえにわきあがるものであ

ることに気づけば、その人間臭さのどこか

に自分を重ね合わせ、共感できるのではな

いだろうか。  

 自らに「人間失格」の烙印を押してまで

伝えたかったことが一体何なのか、本当は

よく分からないが、人間は弱くて、はかな

い、不安定なものだよ、と太宰は葉蔵を通

して私に教えてくれたのではないだろう

か。私はこの本を読んでそう感じた。  

   ～その他のお知らせ～     

〒870-0936 

大分市岩田町１－１－１ 

学校法人岩田学園 

電話  097(558)3007 

Fax    097(556)8937         

Email  iwata@iwata.ed.jp 

HP   https://www.iwata.ed.jp 

１１月の行事予定 

 11/1(土) 帰国子女入試 

      進研模試(5年IWATA) 

 11/3(月) 文化の日 

 11/6(木) 進研模試(3・4年IWATA) 

 11/8(土)  第2回入試説明会 

      公開授業 

 11/9(日)  第4回到達度試験(英) 

            (6年APU) 

 11/13(木) 生徒会長選挙  

 

11/15(土) 授業参観・懇談会   

           第４回到達度試験(国数) 

            (6年APU)  

11/23(日)  勤労感謝の日 

11/24(月)  振替休日 

11/25(火) 6年APU代休 

11/26(水) 期末考査(6年APU)  

11/29(土) 第2回審査会  


